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駒
込
害
獣
駆
除
組
合
（
平
成
23
年
１
月
設
立
、
会
員
11

名
）
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
少
さ
せ

る
た
め
、
四
倉
町
駒
込
地
区
の
有
志
が
新
た
に
狩
猟
免
許

（
わ
な
）
を
取
得
し
、
市
が
実
施
す
る
「
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

報
償
金
交
付
制
度
」
の
報
償
金
や
「
中
山
間
地
域
直
接
支

払
制
度
」
の
助
成
金
を
活
動
経
費
に
充
て
な
が
ら
、
地
元

猟
友
会
の
指
導
・
協
力
を
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
被

害
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

古
参
の
狩
猟
者
に
よ
る
技
術
指
導
等
も
あ
り
、
平
成
25

年
５
月
末
現
在
、
累
計
約
60
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
駆
除
し
、

農
作
物
被
害
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
地
区
か
ら
も
、
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
依
頼
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
類
似
組
織
の
増
加
や
地
域
間
連
携
に
よ

る
面
的
な
駆
除
活
動
を
実
現
す
る
た
め
、
支
援
制
度
の
さ

ら
な
る
充
実
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
農
業
者
と
狩
猟
者
が
一
致
団
結
し
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
被
害
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

当
団
体
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
、
全
市
的
な
取
り
組
み

に
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
被
害
対
策

　
　
　
　
　

▲ 駒込害獣駆除組合役員の皆さん

左から　仲
なか

野
の

　　正
ただし

さん（相 談 役）

　　　　宍
しし

戸
ど

　　豊
ゆたか

さん（組 合 長）

　　　　鈴
すず

木
き

　康
やす

允
ちか

さん（会　　計）

　
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律（
鳥
獣
保
護
法
）」に
お
い
て
、

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
等
は
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場

合
、
許
可
に
基
づ
く
捕
獲
等
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

捕
獲
等
の
許
可
対
象
者
は
、
原
則
と
し

て
狩
猟
免
許
を
有
し
、
有
効
な
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
に
な
り
ま
す
が
、
許
可
条

件
を
満
た
す
い
わ
き
市
内
の
猟
友
会
会
員

数
は
減
少
し
続
け
て
お
り
、
地
域
に
お
け

る
鳥
獣
被
害
対
策
の
担
い
手
確
保
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
の
担
い
手
不
足

　

い
わ
き
市
に
お
け
る
平
成
24
年
度
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
業
被
害
額
は
、
農
業
共
済
組
合
の
算
定
に
よ
る
と
、
約

４
３
８
万
円
で
す
が
、
共
済
組
合
未
加
入
者
の
被
害
や
、

野
生
鳥
獣
被
害
を
契
機
と
し
た
耕
作
放
棄
な
ど
、
野
生
鳥

獣
に
よ
る
損
失
は
数
字
以
上
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
は
、「
被
害
防
除
」、「
個
体
数
管
理
」、「
環

境
整
備
」
が
肝
要
と
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
き
市
で
は
、
次

の
と
お
り
鳥
獣
被
害
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
鳥
獣
被
害
対
策
事
業　

※
Ｈ
 25
は
受
付
終
了

　

市
内
の
農
業
者
に
対
し
て
、
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
電
気
柵
等
の
設
置
に
要
す
る
資

材
の
購
入
費
を
補
助
す
る
も
の
。（
経
費
の
２
分
の
１
以

内
、
上
限
10
万
円
、
Ｈ
25
当
初
予
算
一
〇
〇
万
円
）

【
農
業
振
興
課　

２
２

－

７
４
７
９
】

○
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
報
償
金
交
付
制
度

　

資
格
を
有
す
る
方
が
、
捕
獲
し
た
イ
ノ

シ
シ
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
、
焼
却

処
分
し
た
場
合
、
１
頭
あ
た
り
１
万
円
の

報
償
金
を
交
付
す
る
も
の
。（
平
成
24
年
２

月
導
入
、
Ｈ
25
当
初
予
算
一
五
〇
〇
万
円
）

【
環
境
企
画
課　

２
２

－

７
５
２
８
】

い
わ
き
市
の
鳥
獣
被
害
対
策

年　度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

会員数 659 614 577 563 542 521 494 464 304 403

※いわき市で活動する猟友会３支部の合計会員数

イノシシ
捕獲頭数

H20 156 頭
H21 167 頭
H22 333 頭
H23 160 頭
H24 933 頭

※許可が不要な狩
猟期間中の捕獲
頭数を除く

● 狩猟免許試験と初心者講習会 ●
試験日 申込期間 試験会場

第３回 8/27 ㈫ 7/ 1 ㈪～ 7/26 ㈮
郡山市

労働福祉会館第４回 10/13 ㈰ 8/12 ㈪～ 9/13 ㈮
第５回 2/16 ㈰ 12/16 ㈪～ 1/17 ㈮

狩猟免許試験（初心者）講習会
※受験対策講習会　

【日　　時】　平成 25 年 8 月 11 日㈰ 9時～ 16 時頃
【申込期限】　平成 25 年 8 月 3 日㈯
【場　　所】　地域交流センター三和ふれあい館
【受 講 料】　5,000 円
【申 込 先】　福島県猟友会　平支部　（23-9231）
　　　　　　　　〃　　 　 勿来支部（65-7029）

免許の種類 内容
網猟免許 「網」を使用できる狩猟免許
わな猟免許 「わな」を使用できる狩猟免許
第一種猟銃免許 「装薬銃」を使用できる狩猟免許
第二種猟銃免許 「空気銃」、「圧縮ガス銃」を使用で

きる狩猟免許
【申込先】県いわき地方振興局県民生活課（24-6203）



いわき市農業委員会だより 2013 年（平成 25 年）7月 1日第 160 号（3）

がんばる農業者
ああのの人人ここのの人人

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
田
人
町
旅
人
で
観
光
い
ち
ご
園

を
中
心
と
し
た
農
業
を
営
む
蛭
田
秀
史
さ
ん
で
す
。

　

経
営
内
容
は
、
約
20
ａ
の
苺
と
、
約
50
ａ
の
小
松
菜
の
ハ

ウ
ス
栽
培
に
な
り
ま
す
。

　

子
供
の
頃
は
、
農
業
を
継
ぐ
気
持
ち
は
な
か
っ
た
た
め
、

農
業
関
連
の
学
校
に
通
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

就
職
も
、
農
業
と
は
関
係
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
父
親
の
作
る
苺
を
食
べ
、
感
動
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
農
業
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
平
成
19
年
４
月
に

就
農
し
ま
し
た
。

　

就
農
後
は
、
農
青
連
や
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
、

同
年
代
の
仲
間
達
と
共
に
、
風
評
対
策
の
た
め
に
奔
走
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
六
次
産
業
化
や
農
商
工
の
連
携
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
手
作
り
の
苺
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
の

加
工
品
作
り
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苺
の
お
菓
子
や
パ
ン
作
り
に
つ
い
て
も
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
を
通
じ
、
田
人
町
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
の

想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
執
筆
・
撮
影　

荒
川　

光
弘
委
員
）

第
三
期
新
農
業
生
産
振
興
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

本
市
の
地
域
特
性
な
ど
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、「
産
業
」
及
び
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
意
識
し
た
「
儲
か
る
農
業
」

の
実
現
の
た
め
、
園
芸
作
目
の
生
産
振
興
に
向
け
た
新
た
な
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
風
評
対
策
な
ど
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生
を
推
進
す
る
た
め
「
市
復
興
事
業
計
画
」
と
一
体
的
に
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

〔
計
画
期
間
〕
Ｈ
25
〜
Ｈ
27
（
三
年
間
）

▲ 蛭
ひる

田
た

秀
ひで

史
ふみ

さん（32歳）田人町旅人

〔
重
点
施
策
〕

　

複
雑
化
す
る
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
関
係
組
織
・
団
体
等
と
の
連
携
協
力
体
制
を
強
化
し
な
が
ら
、
施
設
園
芸
の
強

化
や
６
次
産
業
化
の
推
進
な
ど
、
早
急
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
次
の
項
目
に
つ
い
て
「
重
点
事
業
」
と
位
置

づ
け
、
積
極
的
に
施
策
展
開
を
図
り
ま
す
。

「
産
業
」
の
視
点

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
視
点

｢

産
業｣

と｢

マ
ー
ケ
ッ
ト｣

の
融
合
の
視
点

◆
産
地
形
成
の
促
進

◆
施
設
園
芸
の
強
化

◆
市
場
・
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
適
応

　

し
た
生
産
の
推
進

◆
高
品
質
な
農
産
物
の
生
産

◆
優
良
品
種
の
導
入

◆
販
路
の
拡
大

◆
新
た
な
農
産
物
流
通
体
制
の
推
進

◆
い
わ
き
産
農
産
物
の
販
売
強
化

　
（
Ｐ
Ｒ
）

◆
活
気
あ
る
直
売
所
の
推
進

◆
他
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
加
工
品

　

開
発

〔
振
興
作
目
〕

　

第
三
期
新
農
業
生
産
振
興
プ
ラ
ン
で
は
、
次
の
作
物
を
振
興
作
目
に
位
置
づ
け
ま
す
。

　

な
お
、
震
災
の
影
響
に
よ
る
本
市
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
を
踏
ま
え
、
計
画
期
間
で
あ
る
３
年
間
で
、
農
業
生
産
の
復
興
・

再
生
を
着
実
に
推
進
す
る
観
点
か
ら
、「
第
二
期
新
農
業
生
産
振
興
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
振
興
作
目
を
基
本
と
し
て
推
進
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
作
目

生
産
拡
大
作
目

新
規
作
目

地
域
継
承
作
目

い
ち
ご
（
※
）

ね
ぎ
（
※
）

ト
マ
ト
（
※
）

な
し
（
※
）

イ
チ
ジ
ク

き
ゅ
う
り

い
ん
げ
ん

と
っ
く
り
芋

菊シ
ク
ラ
メ
ン

水
耕
葉
ネ
ギ

水
耕
ミ
ツ
バ

小
松
菜

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

自
然
薯

そ
ば

大
豆

菌
茸
類

ぎ
ん
な
ん

菜
の
花

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

こ
ん
に
ゃ
く

（
※
）
特
に
重
点
的
に
生
産
振
興
を
図
る
作
目
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今
回
表
紙
で
ご
紹
介
し
た
の

は
、
水
稲
の
直
播
栽
培
で
す
。

　

年
々
水
稲
苗
を
作
る
の
が
大
変

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
方
に
は
、

大
変
お
薦
め
な
栽
培
方
法
で
す
。

　

種
子
は
、
鉄
粉
等
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
重
み
を
付
け
る
こ
と
で
、
鳥
に
よ

る
食
害
を
防
い
だ
り
、
風
や
水
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

播
種
機
は
、
専
用
の
機
械
を
使
い
、
一
ヶ
所
に
５
〜
６
粒
、
10
ａ
当
た
り
４

㎏
の
種
子
を
使
用
し
ま
す
。

　

発
芽
テ
ス
ト
の
結
果
、
種
子
は
約
９
割
が
発
芽
し
、
摂
氏
15
℃
以
上
の
温
度

が
続
け
ば
10
日
程
で
発
芽
し
ま
す
。芽
が
出
揃
う
の
は
３
週
間
程
か
か
る
た
め
、

移
植
苗
と
同
じ
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

直
播
栽
培
導
入
の
結
果
、
播
種
、
育
苗
の
作
業
が
な
く
な
り
、
育
苗
ハ
ウ
ス

が
不
要
に
な
る
た
め
、
作
業
効
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
、
経
営
規
模

の
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
直
播
栽
培
と
移
植
栽
培
を
併
用
し
た
場
合
、
作
業
の
集
中
を
回
避
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

水
田
の
管
理
と
し
て
は
、初
期
と
中
期
に
除
草
剤
を
し
っ
か
り
施
す
こ
と
で
、

移
植
栽
培
と
遜
色
の
な
い
水
稲
に
な
り
ま
す
。

　

い
わ
き
市
内
で
も
、
大
規
模
農
家
を
は
じ
め
沢
山
の
農
家
が
直
播
栽
培
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
、
水
稲
の
継
続
・
拡
大
の
た
め
、
直
播
栽
培
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

各
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
は
、
実
演
機
を
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
い
わ
き
農
林

事
務
所
農
業
振
興
普
及
部
（
２
４
‐
６
１
６
２
）
で
直
播
栽
培
の
技
術
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
執
筆
・
撮
影　

草
野　

城
太
郎
委
員
）

今
号
の
表
紙
か
ら

農地
ＱＱ & ＡＡ

農
地
に
住
宅
を
建
て
た
い
、
駐
車
場
・
資
材
置

場
に
し
た
い
、
手
続
き
は
必
要
で
す
か
？

農
地
法
に
よ
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
区
域
や
転
用
後
の
所
有
者
に
よ
っ

て
、
次
の
と
お
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

●
手
続
き
の
種
類
（
許
可
と
届
出
）

自
分
が
所
有
す
る
農
地
の
転
用

転
用
を
目
的
と
し
た
農
地
の
売
買
・
貸
借

市
街
化
区
域

農
地
法
第
４
条　
　

届
出

農
地
法
第
５
条　
　

届
出

右
記
以
外

農
地
法
第
４
条　
　

許
可

農
地
法
第
５
条　
　

許
可

※
手
続
き
の
窓
口
は
い
ず
れ
も
農
業
委
員
会
で
す
が
、
許
可
権
者
は
福
島
県
知
事
に
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
（
許
可
・
届
出
）
を
経
て
農
地
転
用
を
実
施
し
た
後
に
は
、
法
務
局
で
地
目
変
更
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
着
工
は
手
続
き
後
に

　

手
続
き
終
了
後
、
届
出
の
場
合
は
受
理
通
知
書
が
、

許
可
の
場
合
は
許
可
指
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
後
に
着
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
農
業
用
施
設
の
た
め
の
転
用
は
許
可
不
要

の
場
合
も
あ
り
ま
す

　

農
業
用
倉
庫
な
ど
の
農
業
用
施
設
の
た
め
の
転
用

は
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
た
場
合
、
許
可
は
不
要

と
な
り
ま
す
。

①　

自
分
が
所
有
す
る
農
地
の
転
用
の
場
合

②　

農
業
用
施
設
の
施
設
面
積
や
通
路
等
を
含
め
た

転
用
面
積
が
２
ａ
（
200
㎡
）未
満
の
場
合

例　

農
業
用
倉
庫
が
1.8
ａ
で
も
、
倉
庫
ま
で
の
進
入

路
に
0.3
ａ
を
利
用
す
る
場
合
、
2.1
ａ
の
転
用
と
な

る
た
め
、
転
用
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

泫　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
施
設
を
設
置

す
る
場
合
、
用
途
区
分
の
変
更
も
必
要
と
な
り
ま

す
。

泫　

施
設
建
築
の
際
は
、
別
途
都
市
計
画
課
及
び
建

築
指
導
課
と
の
協
議
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
転
用
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

　

転
用
許
可
は
、農
地
の
営
農
条
件
や
市
街
化
の
状
況
、

転
用
後
の
事
業
の
確
実
性
や
周
辺
農
地
へ
の
被
害
の
防

除
措
置
の
妥
当
性
な
ど
を
審
査
し
、
不
許
可
と
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
違
反
転
用
に
対
す
る
処
分
等

　

無
断
で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用
許
可
に
係

る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
、
工
事

の
中
止
や
原
状
回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

違
反
転
用
や
原
状
回
復
命
令
違
反
に
つ
い
て
は
、
個

人
に
あ
っ
て
は
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下

の
罰
金
、
法
人
に
あ
っ
て
は
一
億
円
以
下
の
罰
金
を
科

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
地
元
の
農
業
委
員
か
農
業
委
員
会
事

務
局
農
地
調
整
係
（
☎
２
２

－

７
５
７
８
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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　農業委員会では、農地の有効利用促進を図るため、売買・貸借等を希望する農地の情報を提供しています。

※今回掲載した農地以外にも売買・賃借等の意向
がある方は、是非ご相談ください。

【お問い合わせ】
　　農業委員会事務局農地調整係
　　　　　 ☎ 0246（22）7578

■売りたい
No 農地の所在地 地目 面積（a）
1 平中神谷字馬場前（２筆） 田 9.18 

2 平中神谷字八幡目（２筆） 田 9.15 

3 平赤井字四の町（２筆） 田 40.46 

4 小名浜上神白字西大沢（８筆） 田 25.26 

5 小名浜上神白字宮ノ作（１筆） 田 1.95 

6 小川町上平字小申田（１筆） 田 10.67 

7 小川町上平字小申田（１筆） 畑 4.88 

8 小川町上平字中平（５筆） 畑 19.58 

9 小川町上平字熊ノ前（１筆） 田 5.18 

10 小川町上平字堤ノ作（１筆） 田 31.13 

11 小川町上平字上平（２筆） 田 22.70 

12 小川町上平字前田（１筆） 田 5.30 

■貸したい
No 農地の所在地 地目 面積（a）
1 平下片寄字沼ノ作（1筆） 田 1.99 

2 平下片寄字北町（１筆） 田 14.86 

3 平下片寄字江ノ上（１筆） 田 19.89 

4 平中神谷字馬場前（２筆） 田 9.18 

5 平中神谷字八幡目（２筆） 田 9.15 

6 山田町元身取（２筆） 畑 10.75 

7 川部町禾ノ宮（４筆） 畑 34.24 

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

「農業者年金受給権者現況届」
の提出はお済みですか？

　農業者年金を受けている方は、農業者年金基金から毎年５月
下旬に郵送される「現況届」の提出が必要となります。
　提出がないときは、農業者年金の支払いが 11 月の入金から
差し止められますのでご注意ください。
　提出期限は６月末日となっておりますが、まだお済みでない
方は、農業委員会事務局へ提出してください。

農業委員会事務局農政振興係　☎０２４６（２２）７５３４

《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

○
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
国

民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
（
公
的
年
金
）
で
す
。

○
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
年
金
額
が

決
ま
る
積
み
立
て
方
式
で
す
。

○
自
分
で
月
額
保
険
料
を
決
め
ら
れ
ま
す
（
２
万
円

か
ら
６
万
７
千
円
の
範
囲
内
の
千
円
単
位
）。
ま

た
、途
中
で
月
額
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
任
意
脱
退
が
可
能
で
す
（
脱
退
一
時
金
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

○
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
加
入
期
間
に
応
じ
、
任
意

脱
退
し
て
も
将
来
受
給
で
き
る
年
金
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

○
加
入
後
は
、
国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
月
額

４
０
０
円
）
に
も
加
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん

農業者年金に加入できます！

あなたは 20 歳以上で 60
歳未満ですか？

国民年金の第１号被保険
者ですか？

国民年金の保険料を免除
されていますか？

年間 60 日以上農業に従
事していますか？

は　い

い
い
え

は　

い
いいえ

は　い

は　い

い
い
え

い
い
え
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大
震
災
か
ら
二
年
余
り
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
福
島
県
産
の
農
産
物
等
は
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る

風
評
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
い
わ
き
市
渡
辺
町

で
野
菜
苗
等
を
栽
培
し
て
い
る
㈲
水
野
園

芸
で
は
、
風
評
に
負
け
ず
、
今
年
も
春･

夏
野
菜
苗
の
栽
培
、
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。

約
80
ａ
の
農

地
に
は
、
20

棟
以
上
の
ハ

ウ
ス
が
立
ち

並
び
、
ハ
ウ

ス
内
で
は
経

営
者
や
従
業

員
達
が
生
き

生
き
と
し
た

表
情
で
仕
事
に
精
を
出
し
、
ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
な
ど
を
中

心
に
、
約
30
品
目
、
30
万
本
の
苗

を
、
年
間
を
通
し
て
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
苗
の
出
荷
先
は
、
主
に
首
都

圏
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
花
き
市
場
、
農

協
な
ど
で
、
地
元
の
Ｊ
Ａ
い
わ
き
中
部
に

も
出
荷
し
、
購
買
店
舗
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

原
発
事
故
以
前
、
地
元
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し

て
い
た
苗
は
、
お
客
様
か
ら
の
評
判
が
大

変
良
く
、
特
売
日
に
は
即
完
売
と
い
う
店

舗
も
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

し
か
し
、
原
発
事
故
以
降
、
他
の
農
産

物
と
同
様
、風
評
の
影
響
を
避
け
き
れ
ず
、

地
元
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
売
り
上
げ
が
落
ち
た

ば
か
り
で
は
な
く
、
首
都
圏
の
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
か
ら
の
注
文
が
減
少
し
ま
し

た
。

　

一
部
の
取
引
先
か
ら
は
、
福
島
県
の
土

（
鉢
植
の
土
）
の
持
ち
込
み
が
拒
否
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

放
射
能
簡
易
検
査
等
の
普
及
も
あ
っ
て

か
、
首
都
圏
の
取
引
先
か
ら
の
注
文
が

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
増
加
し
、
回
復

傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
風
評
に
苦
し
む
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
風
評
に
負
け
ず
、
こ
ら
か

ら
も
「
い
わ
き
」
の
立
派
な
苗
を
首
都
圏

に
ど
ん
ど
ん
届
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。（

執
筆
・
撮
影　

佐
川　

良
平
委
員
）

　

い
わ
き
市
や
県
、
農
業
団
体
等
は
、
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
し
て
風
評
の
払
拭

を
目
指
す
努
力
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
い
わ
き
市
に
お
い
て
も
、
放
射
性
物
質
へ

の
不
安
か
ら
、
依
然
と
し
て
福
島
県
産
の
野
菜

を
買
わ
ず
に
、
県
外
産
の
野
菜
を
買
っ
て
食
べ

て
い
る
と
い
う
方
が
、
ま
だ
多
い
と
い
う
話
も

聞
き
及
び
ま
す
。

　

放
射
性
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
し
、

出
荷
さ
れ
て
い
る
地
元
の
農
産
物
が
、
地
元
消

費
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
と
い
う
農
業
者
に
と
っ

て
も
消
費
者
に
と
っ
て
も
不
幸
な
状
況
が
続
く

限
り
、
風
評
は
中
々
な
く
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
元
の
農
産
物
を
、
ま
ず
は
地
元
で
食
べ
る

こ
と
が
、
風
評
対
策
の
第
一
歩
で
あ
る
と
感
じ

ま
す
。

（
執
筆　

佐
川　

良
平
委
員
）

●荒川　光弘　●草野城太郎
●飯高　敬一　●渡邉　和夫　●佐川　良平
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全国農業新聞の購読をあなたも全国農業新聞の購読をあなたも

　当初、環太平洋戦略的経済連携
協定（TPP）は、2006 年５月に、
シンガポール、ニュージーランド、
チリ、ブルネイの４ヶ国が発行し
た経済連携協定（EPA）でしたが、
その後、アメリカ、オーストラリア、
ペルー、ベトナム、マレーシア、メ
キシコ、カナダが交渉に参加し、計
11ヶ国による拡大交渉会合が始ま
りました。
　2013 年３月、アベノミクスを
推し進める安倍首相は、事実上の
TPP 参加を表明し、交渉参加全
11 ヶ国による支持を同年４月 20
日に得たところです。
　日本は、先行して交渉会合を行っ
ている全ての国の国内手続き終了
後、７月下旬に交渉合流する予定で
す。
　TPPの基本的な考え方は、「高い
水準の自由化」、「非関税分野や新し
い分野を含む包括的な協定」とされ
ており、物品貿易の関税撤廃に関す
る基本的なルールから、知的財産の
取り扱いや国境を越えるサービス
（金融、電気通信等）の提供に係る
ルールづくりなど多岐に渡り、21
の分野について交渉が進められてい
るところです。
　日本は、コメ、麦、牛肉、乳製品、
砂糖の重要品目が、関税撤廃から除
外又は再協議の対象となることを目
指していますが、困難な交渉が見込
まれています。

風
評
に
負
け
な
い
！

　
　
〜
首
都
圏
へ
の
出
荷
に
向
け
て
〜

TPPの概要TPPの概要

編
集
後
記

編
集
後
記

地区だよ
り

　　《中
部地区》

　　 〔小
名浜・常

磐〕
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